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発信年月日：平成 30年 4月 17日 

所属部課 課 長 担当職氏名 
連 

絡 

先 

TEL 0837-23-1229 

 

FAX 0837-22-0135 
企画総務部 

企画政策課 
伊藤 和久 企画調整係 福村真惟 

件 名 「のむおまもり 向津具の甘酒」を販売します。 

 

 長門市地域おこし協力隊（向津具担当）の大迫隊員が向津具の棚田米を使った日本酒の

酒粕を使い「のむおまもり 向津具の甘酒」を商品開発し、４月 20日から販売を開始しま

す。 

本商品の告知及び、取材について、よろしくお願いします。 

 

１ 商 品 名  のむおまもり 向津具の甘酒 

２ 製 造 内 容  品 目）甘酒 常温 

       原 材 料）酒粕（純米大吟醸むかつく 100％使用）砂糖・塩 

３ 内 容 量  180ml   

４ 販 売 価 格  540円（税込）販売希望価格 

５ 製 造 数  1,000本 

６ 販売開始日  平成 30年４月 20日（センザキッチングランドオープン） 

７ 販 売 先  センザキッチン 

その後、元乃隅稲成神社売店、ホテル楊貴館にて販売開始予定 

８ 経 緯   昨年、長門市地域おこし協力隊の津田隊員が向津具産の棚田米を使

って開発した日本酒の「純米大吟醸むかつく」が、限定１０００本で

販売し１か月ほどで完売となりました。その製造過程の中で酒粕がで

ますが、多くは廃棄されること、また酒粕には多くの栄養分があるこ

とを知り、「これを捨てるのはもったいない」と思い、元乃隅稲成神社

やセンザキッチンのオープンで県外観光客が増加傾向である長門市で

の新たなお土産として、栄養価が高く美容に良いということで、若い

女性をターゲットとし甘酒の商品開発をしました。 

９ コンセプト   「純米大吟醸むかつく」の酒粕を 100%使用した長門油谷向津具の棚

田米からできた地元産の甘酒を開発。甘酒が飲む点滴と呼ばれている

ことと、神社のお守りを掛け合わせて、美容＋御祈願の意味を込めた

製品名「のむおまもり 向津具の甘酒」に決定しました。 

           元乃隅稲成神社で御祈願のご利益がある「恋愛成就」「商売繁盛」「子

宝」の三種の付箋を作り瓶上部に貼りつけて、商品を手に取る時にお

客様がその時求めるご利益を選べるようにしました。 

10 問い合わせ   長門市地域おこし協力隊（向津具地区担当）大迫
おおさこ

思
し

織
おり

 

          〒759-4622 長門市油谷向津具上 958 番地 1 ＮＰＯ法人むかつく内 

          携帯）080-5115-6815  E-mail）sorutomax@gmail.com 
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内容量：180ml／製造：ふるさと工房 風の家  山口県長門市日置中3689-1／監修：大迫思織
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のむおまもり  内容量  180ml／製造  ふるさと工房 風の家  
山口県長門市日置中3689-1／監修  大迫思織

P O S T  C A R D

からぶね

むかい

向津具は、

本州の最西北端。山口県の長門市。

大昔は唐船（外国船）の

津（港）であった。

伊上、油谷湾南側から見ると、

向の津 であるから

向津と呼ぶようになったのである。

それを在郷言葉 で、

「むかとく」「むかつく」

と言いならわしたのであると伝わる。


